
被　　服

I Hp-11

〔(社)日本家政学会

チェック柄の２色配色と３色配色に対するイメージ評価

　　　　　○朴　美愛　　成瀬信子（文化女子大）

　目的　チェック柄の２色配色と３色配色の基本的な考え方を構築するために、２色配色

４パターンを規則的に定め、その各々のデザインを含める３色配色のパターンを規則的に

定めた。これらを２色配色は同色系の濃淡、３色配色は２色配色に中濃度を加え、チェッ

クを構成した。これら試料に対して、イメージを官能評価を中心にして検討した。

　方法　60項目を官能量として、SD法により各々のイメージプロフィールを求め、同一

デザインパターンを含む２色配色と３色配色を組にして比較した。また色に関しては一対

比較法による評価特性値から、２色配色と３色配色のイメージに関する効果が色ごとにど

のように違うかを求めた。

　結果　1.黄系は８枚の試料に対し、相対明度はほぼ同一で相対彩度の差が二つのグ

ループに分かれているが、SD法の「鮮やかである一鮮やかでない」に対し、２色配色よ

り３色配色の方が試料間の差を置き評価していることがわかる。　2.一対比較法の結

果、青、赤、黄系共に２色配色と3色配色の差が見られる項目は「鈍さ」であり、３色配

色が２色配色より鈍いと評価している。　3.中でも黄系の場合、「明るさ」や「渋さ」

に対し、２色配色が３色配色より明るく渋くないと差をつけて評価している。　4. SD

法の「装飾的である一装飾的でない」の項目の試料８個の各評価をデータとし、青、赤、

黄系ごとに主成分分析を行った結果、青系は２色配色でほぼ類似の相対明度、相対彩度を

示している試料は、第３成分までの因子負荷量が明らかに接近していることが示された。
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　【目的】革衣料を製作する過程において、裁断後の縫製の準備段階や仕上げのアイロン掛
けは、革衣料の形態を安定させ製品の出来映えを左右する重要な工程であるが、アイロン

掛けが皮革の性状に及ぼす影響について検討したものは見当たらない。本研究では標準的

な牛、豚、緬羊のクロム繰し革を用いて、アイロンの効果およびアイロン掛けによる性状

の変化から、素材に適したアイロン条件について検討を行った。さらに最適なアイロン条

件で試料革全体のアイロン収縮率を求め、部位による影響について検討した。

　【方法】アイロンの効果はJIS　L　1096の防しわ性試験方法の針金法を応用して測定し

た。アイロン掛けは工業用アイロンを用いて、JIS　L　1057織物及び編物のアイロン収

縮率試験方法の乾熱アイロン法と、試験片の水分を30％に調湿した霧吹きアイロン法に

準じて行った。アイロン掛けによる性状の変化はアイロン収縮率、KES-FB3の圧縮試験、

皮革用ソフトネスゲージ、■L＊a＊b＊表色系による△E＊と75°鏡面光沢度を測定した。

　【結果】1)アイロンの効果は乾熱アイロン法では120°Cで認められ、霧吹きアイロン法で

は80°Cの低温においても認められた。2)アイロン掛けによる性状の変化について検討し
た結果、霧吹きアイロン法ではアイロン収縮率、ソフト値の低下そして厚さの減少も著し

く、乾熱アイロン法よりも素材への影響が大きいことが明らかとなった。3)半裁革の全面

から試験片を採取し、最適なアイロン条件すなわち乾熱アイロン法により120°Cで、試験
片の裏からアイロンを掛けて収縮率を求めた結果、試料革の頭部、腹部、腰部等の革の周

辺部においてアイロン収縮率は、やや大きくなる傾向が認められた。
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